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（1）

途
中
第
二
期
隣
音
工
事
は
じ
ま
る

遠
賀
中
学
校
防
音
改
築
工
事
は
、
三

九
、
四
〇
年
度
の
ニ
ケ
牛
継
続
藁
と

し
て
本
年
一
月
、
工
薯
に
詣
手
し
て
三

月
末
日
第
一
期
の
金
工
痛
を
完
了
、
そ

の
後
幽
霊
予
舞
の
関
係
で
一
時
工
事
が

中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
程
勝

衝
施
設
庁
よ
り
閏
厚
補
助
金
の
決
定
通

1

岡

崎

工

知
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
去
る
八
月
二

十
八
日
役
場
に
お
い
て
工
密
入
札
が
行

な
わ
れ
、
そ
の
藷
果
主
体
工
事
（
電

気
、
建
具
工
事
を
含
む
）
は
第
一
期
工

事
に
引
続
き
八
幡
区
の
岡
崎
工
薬
株
式

会
社
が
七
二
、
三
万
円
で
、
換
気
工

事
に
つ
い
て
は
、
福
岡
市
の
ツ
カ
タ
製

業
が
落
札
－

作
所
（
本
社
東
京
都
）
が
七
、
一
五
万

円
で
そ
れ
ぞ
れ
落
札
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
築
、
明
年
二
月
三
十
一
日
ま

で
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の
防

江
尾
令
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ます。

がん衰滅町

浅
木
小
学
擬
体
育
館

建
設
準
備
す
す
む

浅
木
小
学
校
で
は
、
か
ね
て
同
棲
P

T
A
並
び
に
校
区
内
関
係
者
が
町
当
局

に
対
し
講
堂
兼
依
託
飴
の
建
設
方
に
つ

い
て
の
要
盟
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
町
と
し
て
を
学
童
の
体
位
向
上
、

教
育
効
果
等
の
上
か
ら
も
そ
の
必
要
性

を
認
め
、
発
会
の
議
決
を
経
て
約
年
度

当
初
予
算
に
建
襲
予
第
着
上
、
近

く
そ
の
工
蝉
に
着
手
す
べ
く
地
衝
調
査

等
準
備
を
す
ゝ
め
て
お
り
、
す
で
に
蔚

山
建
設
の
手
に
よ
っ
て
麗
地
工
崎
を
完

了
し
、
現
在
若
松
区
二
鳥
の
日
本
地
所

に
設
計
を
依
頼
中
で
、
設
計
糞
兜
成
次

第
九
月
中
旬
頃
か
ら
1
境
に
蕃
工
、
来

年
一
月
末
ま
で
に
は
完
成
す
る
よ
う
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
経
木
佼
待
望
の

磐
蒸
体
詩
餌
が
実
現
す
る
こ
と
に
な

り
、
今
ま
で
密
通
教
室
を
織
豊
に
使
用

し
て
い
た
不
便
や
、
雨
天
の
場
合
の
偽

悪
諸
の
吏
範
等
が
解
消
し
、
今
後
の

教
背
効
薬
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
の

年
金
、
給
与
金
が
増
額

～
同
月
1
日
か
ら
受
給
権
調
査
－

来
る
1
0
月
1
円
か
ら
戦
傷
病
者
に
対

す
る
障
害
年
金
が
2
9
着
以
上
、
戦
没
者

遺
族
に
対
す
る
遜
磐
丁
金
が
九
二
、
0

0
0
円
に
遺
族
給
与
金
が
四
六
、
0
0

0
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
舶
翻
さ
れ
（
年
令

に
よ
り
棚
額
期
日
が
異
な
る
）
新
通
蜜

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
新
軽
部
の
交
付
を
受
け
る
瞭

受
給
権
閲
読
が
併
せ
て
行
な
わ
れ
ま
す

か
ら
、
次
の
頭
領
で
支
払
郵
便
局
へ
手

続
を
し
て
下
さ
い
。
な
お
霊
評
は
概

ね
1
月
頃
か
ら
市
町
村
役
場
で
交
付
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

手
続
要
領

1
時
害
年
金
受
給
者
の
提
出

書
類

①
敵
軍
現
症
屈
（
用
紙
は
厚
生
省
か

ら
本
人
あ
て
壇
送
す
る
）

⑦
障
害
年
金
証
書

⑨
戸
籍
抄
本
（
1
0
月
1
円
以
輝
の
認

承
即
あ
る
も
の
）

④
拠
出
の
目
前
1
ケ
月
以
内
に
作
成

さ
れ
た
不
典
麗
嘆
の
現
状
に
関
す
る

医
師
又
は
斑
科
医
師
の
診
断
酋

⑤
1
0
月
期
渡
し
年
金
を
受
給
後
日
月

柳
田
ま
で
に
支
払
郵
便
局
に
提
出

す
る
こ
と
。

2
遺
族
年
金
、
遺
族
給
与
金

の
提
出
書
類

①
遺
族
現
状
脇
（
用
紙
は
支
払
郵
便

局
に
準
備
し
て
あ
る
）

②
証
謡

⑧
戸
籍
抄
本
（
ュ
0
月
1
日
以
降
の
認

煎
印
あ
る
も
の
）

④
受
給
者
が
婆
で
あ
る
と
き
は
上
記

昏
類
の
ほ
か
1
0
月
1
日
に
お
け
る

住
民
票
謄
本

⑤
受
給
者
が
夫
。
1
8
才
以
上
の
子
。

0
0
才
東
浦
で
受
給
し
た
父
母
。
祖

父
撃
入
夫
婚
姻
の
妻
の
父
欝

で
あ
る
と
き
は
①
か
－
人
面
ま
で
の

痛
類
の
ほ
か
、
坐
猪
状
況
申
立
韮

（
用
紙
は
塊
に
要
求
の
こ
と
）

⑨
鍵
田
期
日
（
撞
出
先
支
払
郵
便
局

ア
、
遇
聾
金
は
9
月
渡
受
給
後

1
0
月
初
宙
ま
で
に

ィ
、
遺
族
給
与
金
は
同
月
期
渡
受

農
村
集
団
自
動
電
話
の

申
込
み
を
さ
れ
た
方
え

欝
集
聞
自
動
逐
語
の
申
込
み
は
三

四
四
件
あ
り
ま
し
た
が
、
営
薬
と
し
て

の
利
用
慶
が
商
い
と
認
め
ら
れ
る
二
十

件
が
除
外
さ
れ
、
三
高
件
の
設
計
が

完
了
し
ま
し
た
。
今
後
の
予
定
は
左
記

の
と
お
り
で
す
が
、
多
少
の
変
更
は
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
細
了
承
願
い

ま
す
。
陶
設
鰯
料
の
払
込
み
に
つ
い
て

の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
医
長
さ
ん
を

通
じ
て
連
結
い
た
し
ま
す
。

「
設
備
料
等
の
払
込
み
　
9
月
2
9
日

「
練
路
工
事
　
　
1
0
月
1
日
諮
エ

「
∴
繋
内
工
呼
引
込
取
付
　
n
月
か
ら

一
、
屯
穏
菱
喚
機
の
設
置
1
0
月
－
n
月

「
揺
謡
の
閑
適
　
　
1
月
の
予
定

納
税
組
合
鵜
に
つ
い
て

お

願

い

平
素
特
撮
方
の
深
い
御
理
解
と
御
協

力
の
も
と
に
年
々
納
税
成
績
の
向
上
を

み
て
い
る
こ
と
は
衝
同
慶
に
た
え
ま
せ

ん。
今
後
な
お
一
層
町
行
政
の
円
滑
化
を

期
す
る
た
め
、
納
税
組
合
の
育
成
強
化

を
配
り
た
い
の
で
未
結
成
の
地
盤
は
一

日
も
卑
／
恵
成
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
既

に
納
税
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
は
一
人
で
一
恥
多
く
組
合
に
加
入
さ
れ

て
納
税
さ
れ
ま
す
よ
う
お
胴
い
い
た
し

ます。
1
既
組
成
地
区
に
あ
っ
て
は
報
告
用
紙

は
隣
組
長
宅
に
あ
り
ま
す
。

2
末
続
成
地
区
に
あ
っ
て
は
報
告
用
紙

は
序
長
考
に
あ
り
ま
す

3
加
入
申
込
書
は
後
日
で
を
よ
い
。

4
拠
融
期
限
　
9
月
1
0
聖
経
出
場
所

役
場
税
務
保

治
後
1
1
月
2
0
日
ま
で
に

3
公
務
扶
助
料
も
域
雑
ざ
れ
ま
す
が
、

薪
亜
薄
等
詳
し
い
こ
と
は
支
払
郵
便

局
で
あ
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

（
謹
）
受
給
権
掴
禿
現
痘
屈
又
は
現
状

属
栗
継
出
の
輩
に
は
新
証
書
は
交
付

さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
忘
れ
な
い
よ
う
に

注
慈
し
て
下
さ
い
。
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国
土
翻
査
法
地
籍
調
査
に
よ
る

一
等
地
調
査
実
施
要
領
に
つ
い
て

5
月
の
町
減
で
鵜
鮨
森
蔓
の
進
み
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
が
、
今
月
は
一
笹
蝉
調
査
の
実
施
要
領
に
つ
い
て
説
明
致
し
ま
す
。

1
道
水
路
の
巾
杭
打
に
つ
い

て字
図
ま
た
は
部
姿
所
有
の
野
と
り
圏

等
に
粧
つ
い
て
の
杭
打
を
す
る
こ
と

で
な
く
悶
土
製
叢
の
原
則
に
従

い
、
現
況
主
義
と
し
極
端
に
広
狭
の

繍
所
は
部
盗
実
施
案
L
i
i
l
と
協
議
の
上

適
切
な
強
打
毒
し
ま
す
。

但
し
郊
港
の
要
諦
に
よ
る
巾
員
拡
張

希
望
の
場
合
は
別
途
考
慮
－
ま
す
。

2
地
籍
調
査
に
お
け
る
利
点

と
そ
の
取
扱
に
つ
い
て

の
　
分
肇
が
出
乗
る

A
一
翼
の
内
の
一
部
が
地
目
の

填
る
と
き

B
一
徳
が
大
き
い
の
で
細
か
く

分
け
る
と
き

㌫
抵
当
権
以
外
の
榊
刺
殺
走
の

あ
る
t
あ
は
抹
消
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
ま
す
。

㈲
　
合
算
が
出
来
る

A
　
地
番
、
枝
番
が
多
い
の
で
不

便
の
と
き

B
　
肇
界
が
不
明
の
と
き

但
し
会
務
の
接
合
は
次
の
専
攻

（
合
鉱
制
限
事
項
）
に
注
意
し
、

そ
の
処
理
電
間
に
完
了
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
こ
地
目
が
填
る
と
き
は
、
合

筆
C
き
ま
せ
ん
。
（
地
目
変
換

の
処
隈
を
固
土
昭
輩
藻
で
行
な

う）（
二
）
字
が
撲
る
と
き
は
、
合
筆

で
き
ま
せ
ん
。
（
字
界
変
更
の

手
篭
町
で
行
な
う
）

（
三
）
飛
地
は
全
室
き
ま
せ
ん

（
四
）
所
有
櫛
以
外
の
権
利
（
抵

当
権
等
）
が
あ
る
と
き
は
、
合

算
で
き
ま
せ
ん
。
（
抹
消
す
れ

ば
で
き
ま
す
）

（
五
）
所
有
者
が
興
る
と
き
は
合

肇
で
き
ま
せ
ん
。
（
所
有
縮
移

転
登
紀
を
完
了
す
れ
ば
で
き

る
）
た
だ
し
、
栖
続
発
記
未
了

の
機
会
で
町
の
代
位
諸
説
申
話

が
で
き
る
域
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
世

業
係
で
聞
合
わ
せ
下
さ
い
。

以
上
5
頭
目
に
該
当
し
合
算
で
き

ず
、
ま
た
的
記
処
理
方
法
に
よ
る
事

前
完
了
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

一
黛
柴
蒜
ま
た
は
爛
盗
聴
ま
で
必

ず
地
番
発
界
の
桃
を
打
っ
て
減
き
、

枝
打
ち
未
了
の
際
は
鉦
界
未
定
と
し

て
の
処
理
を
い
た
し
ま
す
。

特
に
一
誌
掴
盃
完
了
後
に
お
け
る
分

軍
令
鉦
ま
た
は
地
目
変
換
、
更
に
は

肇
界
の
異
動
等
の
両
班
は
事
務
蕗
媛

上
（
薬
園
の
誤
差
が
生
じ
台
肢
紫
苑

が
進
ま
な
い
。
机
上
按
分
の
分
肇
は

不
正
確
な
図
面
と
な
る
。
契
約
外
と

な
る
）
一
切
受
付
け
ま
せ
ん
の
で
注

惑
し
て
下
さ
い
。

0
　
地
目
変
換
が
で
き
る
。

A
　
現
況
が
台
帳
と
興
る
と
き
、

但
し
座
地
（
台
肢
地
目
如
何
に

か
か
わ
ら
ず
）
に
つ
い
て
は
農

地
法
の
閥
務
産
が
あ
る
の
で
農

薬
寄
金
と
協
議
の
上
で
決
定

い
た
し
ま
す
。

3
交
換
筈
の
処
理
に
つ
い
て

認
証
綬
章
関
照
合
の
秘
今
上
隣
接
地

の
み
に
つ
い
て
は
便
宜
を
計
り
ま
す

が
、
飛
地
に
つ
い
て
は
字
区
域
内
で

も
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

4
杭
の
殿
級
に
つ
い
て

一
肇
調
査
ま
で
に
打
っ
た
箪
界
坑
道

水
路
の
両
班
は
測
琵
完
了
後
県
の
現

地
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
役

場
よ
り
連
絡
が
あ
る
ま
で
抜
か
な
い

で
下
さ
い
。

5
各
個
人
の
筆
界
杭
打
に
つ

い
て

一
重
調
査
を
行
な
う
前
日
ま
で
に
必

ず
打
つ
こ
と
。
杭
打
未
了
の
際
は
筆

界
未
定
と
し
て
取
扱
い
ま
す
。

特
に
韮
界
未
定
の
概
会
C
測
吊
完
了

後
席
湖
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

は
協
定
に
よ
り
示
宛
七
〇
〇
円
の

代
金
が
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
側
注
意

下さい。

6
境
界
（
筆
界
）
未
定
と
し

た
場
合
に
お
け
る
問
題
点

の
名
簿
の
両
親
算
出
が
で
き
な
い

（
未
定
地
区
会
謡
の
線
金
融
税
の
み

が
舞
出
さ
れ
る
）

㊤
蘭
後
で
鉦
界
線
が
決
定
し
た
場
合

は
関
係
者
双
方
ま
た
は
個
人
の
申

請
（
測
罷
士
に
依
翻
し
な
け
れ
は

な
ち
な
い
）
と
な
り
多
数
の
費
用

斎
嬰
し
不
利
益
と
な
り
ま
す
。

い
実
施
期
圃
内
に
決
定
し
て
も
測
最

が
完
了
し
た
後
で
あ
れ
は
㈲
の
費

用
毒
薬
し
ま
す
。

錆
文
挟
諸
員
等
の
強
記
聖
…
に
際
し

て
は
複
雑
な
手
続
を
接
し
ま
す
。

選
挙
資
格
調
査
申
告

に
つ
い
て

公
駿
運
拳
法
に
恕
い
て
毎
年
9
月
1
5

日
現
聖
C
基
本
選
挙
人
名
簿
が
調
理
さ

れ
ま
す
が
、
本
年
も
そ
の
時
期
が
薬
ま

し
た
の
で
、
近
く
各
医
長
さ
ん
表
通
じ

て
「
遠
挙
資
格
調
査
申
告
謹
」
を
各
世

羅
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
決
の
要
件
を

兼
ね
備
え
た
人
に
つ
い
て
必
要
専
攻
を

記
入
の
上
、
期
出
ま
で
に
区
長
さ
ん
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

記

①
日
本
の
国
籍
若
者
す
る
こ
と
。

⑧
蒲
二
十
才
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
開
和
卯
年
1
2
月
2
1
日
ま
で
に
生
れ

た者）

⑤
本
町
に
引
続
き
一
ケ
月
以
上
槌
屋
を

定
め
て
い
る
こ
と
。

（
関
知
的
年
6
月
1
5
円
以
前
か
・
h
本

町
に
住
ん
で
い
る
客
）

寄
　
附
　
御
　
礼

こ
の
た
び
、
次
の
方
か
ら
肇
典
返
し

と
し
て
町
社
会
福
祉
摂
識
余
に
御
嵩
附

を
頂
き
ま
し
た
。

紙
上
を
も
っ
て
澄
田
か
た
～
－
謹
ん

で
故
人
の
翼
稲
を
祈
り
、
御
好
意
に
対

し
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

一
食
壱
封

広
援
　
故
　
垂
広
　
益
郎
氏

喪
主
　
通
広
　
博
一
殿
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遠
賀
郡
民
体
育
大
会
の
幕
と
ち
る

－
遠
賀
町
総
合
で
第
三
位
I

去
る
八
月
二
十
一
百
声
熔
町
で
開
催

さ
れ
た
遍
萄
郡
優
漆
脇
全
、
蓮
蛍
邸
青

年
同
線
駿
会
主
催
に
よ
る
遠
賀
郡
異
体

市
大
会
は
、
郡
内
各
町
か
ら
多
数
の
参

加
素
得
て
、
八
月
の
炎
天
の
下
に
選
手

各
位
は
旦
頓
か
ら
餓
え
た
妓
嘉
窪
、

薄
戦
健
斗
し
、
盛
会
経
に
大
会
の
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

因
み
に
遠
賀
町
関
係
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

な
お
当
日
参
加
下
さ
い
ま
し
た
選
手

の
皆
概
の
絢
労
苦
に
対
し
紙
上
を
も
っ

て
襲
砦
還
し
ま
す
。

「
総
会
成
績

優
　
勝
　
水
巻
町

墾
一
位
∴
誓
欝

第
三
位
　
襲
町

第
四
位
　
岡
垣
町
一

一
、
個
人
優
勝
（
陸
上
）

走
巾
跳
（
舅
）
宮
崎
行
弘
（
今
古

賀）

閏
0
0
米
（
ク
）
村
田
克
美
（
木
守
）

一
、
個
人
入
賞
者

一
〇
〇
米
（
一
枝
）

二
位
松
井
∴
停
（
違
笹
川
）

六
〇
米
（
畜
女
）

二
位
　
奥
田
菊
代
（
末
寺
）

一
〇
〇
米
（
ク
）

二
位
∴
奥
田
菊
代
（
末
寺
）

元
、
0
0
0
釆
（
高
男
）

三
位
　
高
崎
五
和
（
尾
崎
）

四
位
　
吉
田
光
宏
（
尾
崎
）

走
南
跳
（
育
男
）

二
位
察
茂
美
（
鬼
沖
）

砲
丸
技
（
雪
男
）

二
位
　
電
燈
行
弘
（
今
古
磐

走
巾
跳
（
宵
女
）
松
井
晴
美

「
団
体
入
賞

バ
レ
ー
（
富
男
）
三
位

卓
球
（
裔
男
女
）

柔
道
（
中
学
生
）

野
球
（
一
般
）
三
位

な
お
、
こ
の
大
会
は
県
民
体
育
大
会

の
予
選
を
か
ね
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
結
果
、
宮
路
行
私
君
村
田

正
美
砦
、
松
井
博
君
、
奥
団
菊
代
さ
ん

の
四
逆
手
は
郡
代
表
逆
手
と
し
て
9
月

都
田
福
岡
市
平
和
台
醸
士
襲
議
に
お

け
る
県
民
体
育
大
会
に
田
城
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

「
家
庭
で
造
っ
て
よ
い
滴

造
っ
て
わ
る
い
酒
」

がんお穀町

回
口
だ
よ
。

住
堤
登
録
法
が
招
相
二
十
七
年
七
月

盲
に
施
行
さ
れ
て
か
ら
十
有
年
に
な

り
、
皆
さ
ん
の
印
鑑
駈
明
、
溌
記
、
遅

寝
免
軍
艦
抄
奈
ナ
あ
ら
ゆ
る
広
範
囲

に
亘
る
証
明
資
料
と
し
て
活
動
し
て
い

る
こ
と
は
既
に
御
承
知
の
こ
と
L
患
い

室
㌔
こ
の
登
録
軍
務
は
母
さ
ん
の
届

出
に
よ
る
も
の
で
、
庸
肌
が
な
い
と
証

明
質
料
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
届
出
は
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
次
に
掲
げ
る
も
の
は
十
四
日

以
内
に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。
寝
入
屈

（
他
市
町
村
か
－
」
藁
ち
れ
た
人
）
世
話

善
窮
黄
（
世
帯
主
の
糞
）
転
属
（
町

内
の
移
動
）

こ
の
届
出
に
よ
っ
て
取
扱
う
事
務
は

獲
雑
で
前
住
所
地
へ
の
通
知
、
本
籍
地

佳
　
良
∴
係

へ
の
通
知
、
本
籍
地
か
ち
の
照
会
通

知
、
戸
籍
の
陶
業
の
記
椴
が
済
ん
で
始

め
て
行
政
証
明
と
し
て
完
全
に
効
果
が

出
来
る
の
で
あ
り
（
本
籍
地
の
照
合
が

な
さ
れ
て
本
籍
瑚
番
に
関
連
い
が
な
い

か
、
氏
名
、
出
生
年
月
日
、
続
柄
、
簿

顕
著
氏
名
に
誤
り
が
な
い
か
等
調
査
の

上
記
載
）
こ
の
届
出
と
同
時
に
印
鑑
証

明
、
謄
抄
本
の
交
付
請
求
が
な
さ
れ
て

も
出
せ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
戸

籍
謄
抄
本
が
添
付
さ
れ
て
い
れ
ば
関
越

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
務
の
経
過
が
必
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、
転
入
届
等
は
医
長
さ

ん
を
適
し
て
役
按
に
届
出
を
早
く
済
ま

し
て
強
く
よ
っ
窓
口
よ
り
お
願
い
し
て

瑛
き
ま
す
。

密
　
航
　
9

次
の
よ
う
な
こ
と
を
見
た

り
問
い
た
り
し
た
ら
、
す

ぐ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
〃

○
見
な
れ
な
い
船
が
、
山
か
げ
に
止
っ

て
い
た
り
、
人
毛
上
醒
さ
せ
た
り
、

沖
に
運
ん
だ
り
し
て
「
お
か
し
い

な
」
と
思
わ
れ
た
と
き
。

○
見
な
れ
な
い
外
国
人
が
∴
鐘
荘
園
近

を
う
ろ
つ
い
た
り
、
道
を
毒
ね
た
り

し
て
「
お
か
し
い
な
」
と
思
わ
れ
た

エ亡き。

○
飲
食
店
、
タ
バ
コ
厘
、
旅
鮪
な
ど
の

お
客
で
一
一
一
嚢
づ
か
い
や
身
な
り
な
ど

が
「
お
か
し
い
な
」
と
思
わ
れ
た
と

き。
○
朗
早
く
、
あ
る
い
は
夜
お
そ
く
外
国

人
ら
し
い
者
が
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
だ

り
、
汽
車
、
亀
垂
、
バ
ス
停
な
ど
に

ひ
そ
ん
で
い
て
蝦
淡
や
態
度
か
ら

「
お
か
し
い
な
」
と
思
わ
れ
た
と

き。こ
の
よ
う
な
と
き
は
す
ぐ
に
、
局
番

な
し
一
一
〇
番
、
ま
た
は
（
6
9
）
〇
三

三
番
に
造
語
を
し
て
下
さ
い
。

折
　
尾
　
脅
－
窮
∴
藷

波
極
柏
原
密
航
監
視
噌

「
ど
ぶ
ろ
く
」
を
つ
く
っ
て
い
け
な

い
こ
と
は
、
み
な
で
さ
ん
御
承
知
の
と

お
り
で
す
。
密
造
酒
を
無
償
で
譲
渡
し

た
接
合
も
、
や
っ
た
人
、
隣
っ
た
人
は

勿
論
の
こ
と
、
飲
ん
だ
人
も
酒
税
法
で

処
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
存
じ
と
思

い
ま
す
。

最
近
「
し
ょ
う
ち
ゅ
う
」
に
果
物
を

混
和
し
て
酒
税
法
に
遼
反
し
た
事
例
が

あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
3
7
年
3
月
酒
税

法
が
一
郎
改
正
さ
れ
ま
し
て
、
従
来
は

つ
く
っ
て
は
い
け
な
か
っ
た
梅
酒
等

が
、
つ
く
つ
て
を
違
反
に
な
ち
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

梅
酒
を
つ
く
っ
て
よ
い
な
ち
同
じ
果

物
だ
か
ら
「
ぶ
ど
っ
酒
も
つ
く
っ
て
よ

か
う
つ
」
と
か
、
あ
る
い
は
桃
も
同
じ

果
物
だ
か
ら
と
い
っ
た
自
分
勝
手
な
維

駅
を
さ
れ
た
向
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

で
す
。
そ
こ
で
「
つ
く
っ
て
よ
い
酒
、

惑
い
洒
」
に
つ
い
て
次
の
龍
頭
に
十
分

注
意
し
て
お
互
い
に
不
愉
快
な
思
い
を

し
な
い
よ
ー
「
窪
惑
し
ま
し
よ
う
。

「
つ
く
っ
て
よ
い
洒
」
と
い
う
の
は

自
家
飲
用
の
目
的
で
、
酒
屋
か
ら
買
っ

た
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
2
0
踵
以
上
の
潤

（
し
ょ
う
ち
ゅ
う
、
ウ
イ
ス
キ
ー
等

で
、
清
酒
、
合
成
油
酒
の
ア
ル
コ
ー
ル

分
は
2
0
度
あ
り
ま
せ
ん
）
に
次
の
工
4
物

品
の
み
嘉
霜
（
混
ぜ
合
わ
せ
そ
の
成

分
を
“
寧
こ
と
）
す
る
こ
と
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

混
和
で
き
る
1
4
物
品
名

1
減
数
（
砂
糖
、
ぶ
と
う
鵜
）

2
棍
∴
3
み
か
ん
（
温
州
、
紀
州
、

瑠
欄
に
限
る
）
　
4
す
も
も
（
ぼ
た

ん
ぎ
ょ
う
を
含
む
）
　
5
か
り
ん

6
い
ち
ご
　
1
に
ん
に
く
　
8
く
こ

9
し
そ
　
1
0
く
わ
　
n
ま
た
た
び

1
2
さ
る
な
し
　
1
3
と
ち
　
1
4
く
み

お
お
次
の
場
合
は
す
べ
て
酒
税
法
通

反
に
な
り
ま
す
か
う
＼
れ
く
れ
も
こ
宿

意
下
さ
い
。

1
販
売
す
る
目
的
で
つ
く
っ
た
窮
余

2
他
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
つ
く
っ
た

場
合

3
自
家
用
の
目
的
で
つ
く
っ
た
が
、
有

償
で
譲
殺
し
た
持
合

5
m
娘
の
酒
類
の
代
り
に
密
造
酒
頬
を

使
用
し
た
域
合

6
正
規
の
酒
類
（
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
2
0

度
以
上
の
し
ょ
う
ち
ゅ
う
等
）
が
少

龍
で
混
和
す
る
物
品
が
多
龍
の
た
め

淡
和
後
発
酵
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
分
が

更
に
1
度
以
上
で
た
班
会

1
正
規
の
酒
類
（
し
ょ
う
ち
ゅ
う
等
）

を
全
然
使
用
し
な
い
で
寝
物
品
だ
け

で
ア
ル
コ
ー
ル
が
発
酵
す
る
よ
う
仕

込
ん
だ
場
合

8
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
2
0
盤
未
満
の
油

（
清
酒
等
）
に
混
和
し
た
揚
合

9
1
4
物
品
以
外
の
物
品
（
例
え
は
、
ぶ

ど
う
、
も
も
、
山
も
も
、
び
わ
等
）

を
混
和
し
た
り
又
は
仕
込
ん
だ
戟
今

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
解
り
に

く
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
若
松
税

務
磐
関
税
轢
滴
税
係
、
ま
た
は
巌
薄
の

酒
類
販
売
店
に
お
聞
合
わ
せ
の
上
、
違

反
に
な
ら
な
い
こ
工
を
短
冊
に
十
分
確

認
さ
れ
る
こ
と
が
必
紫
で
あ
り
ま
す
。

砦
∴
松
∴
説
∴
謙
∴
∴
薯

同
署
街
商
酒
類
密
運
防
止
協
力
会
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衛
生
だ
よ
り

雪
・
∋
●
　
●
モ
ー
ヨ
一
ぎ
ー
う
ー
－
－
く
～
し
ー
●
　
●
－
て

○
定
期
予
防
接
種
実
施
に
つ

い
て

秋
季
の
定
期
予
防
携
稲
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
該
当
藷
は
接
種
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

9
月
9
日
∴
甘
口
セ
キ
、
デ
フ
テ
リ
ア

渡
合
（
第
1
回
）

9
月
2
9
日
　
百
日
セ
キ
、
デ
フ
テ
リ
ア

混
合
（
第
2
回
）

1
0
月
5
円
∴
種
痘
（
ほ
う
そ
う
）

1
0
月
2
0
月
∴
百
日
セ
キ
、
デ
フ
テ
リ
ア

渡
合
（
第
3
田
）

日
時
及
び
戟
所

い
ず
れ
を
午
後
1
時
3
0
分
－
3
時

壊
所
　
遮
鉦
町
役
場

※
百
円
セ
キ
、
デ
フ
テ
リ
ア
の
混
合
は

3
固
接
種
し
て
始
め
て
効
果
が
あ
り

ま
す
の
で
、
符
1
回
目
よ
り
お
忘
れ

な
く
撲
殺
し
て
下
さ
い
。

該
当
者

種
痘
∴
捉
後
2
ケ
月
よ
り
ま
だ
一
回

も
実
施
し
て
い
な
い
者

百
日
セ
キ
、
デ
フ
テ
リ
ア
渡
合

生
後
3
ケ
月
よ
り
ま
だ
一
回

も
実
施
し
て
い
な
い
諸
及
び

昨
年
1
0
月
に
3
回
実
施
済
み

の
者
を
追
加
と
し
て
一
同
綾

種
「
ま
す
．

◎
必
ず
母
子
手
腰
を
経
巻
し

て
下
さ
い

○
乳
児
一
斉
検
診
実
態
に
つ

い
て

撃
・
衛
生
知
識
の
将
校
な
ら
び
に
乳

児
の
体
位
向
上
と
保
健
指
導
を
図
る
た

め
乳
児
相
談
を
か
ね
一
斉
検
診
を
実
施

し
、
こ
れ
秦
1
盗
竃
と
し
福
間
螺

赤
ち
ゃ
ん
保
健
コ
ン
テ
ス
ト
の
出
場
者

を
逃
出
し
ま
す
。

な
お
、
未
熟
児
、
艦
頭
児
で
完
全
人

工
栄
糞
児
の
発
育
が
標
準
に
遥
し
て
い

る
者
も
適
出
し
ま
す
。

実
施
月
日
　
9
月
鍋
田
（
月
）
1
3
時
か

ら
　
受
付
は
1
4
時
ま
で

場
　
所
　
遮
費
町
公
民
館
別
館

該
当
児
　
昭
和
約
年
8
月
1
日
か
ら
岡

0
0
隼
7
月
3
1
円
ま
で
の
出
生

児

○
母
子
手
旗
特
巷
の
こ
と

H
和
四
十
年
度

敬
老
会
閲
腿
に
つ
い
て

来
る
九
月
十
五
日
は
「
萎
人
の
ど

で
す
。
こ
の
日
か
ら
一
週
間
「
生
き
甲

斐
の
あ
る
駕
藩
秦
後
に
も
」
と
全
国

一
斉
に
老
人
週
福
祉
岡
が
実
施
さ
れ
ま

す。
本
町
に
お
い
て
も
、
老
人
の
日
頃
の

御
労
苦
に
対
し
お
慰
め
い
た
し
、
更
に

細
長
発
を
観
福
す
る
意
味
で
、
左
記
の

と
お
り
町
主
催
に
よ
る
敬
老
会
を
催
し

四
百
余
名
の
御
溝
令
の
皆
擬
を
一
堂
に

会
し
一
日
ゆ
っ
く
り
と
、
お
く
つ
ろ
ぎ

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
期
日
　
九
月
十
左
脇

一
、
会
場
∴
速
費
中
学
校
体
諦
蝕

一
、
受
付
九
・
三
〇
⊥
〇
・
三
〇

一
、
式
典
一
〇
・
三
〇
⊥
÷
三
〇

「
中
食
一
一
・
三
〇
上
二
・
三
〇

一
、
余
興
三
・
三
〇
～
一
五
・
〇
〇

台
露
人
に
よ
る
芝
潜
）

な
お
半
数
老
若
と
し
て
の
該
当
者
は
、

明
強
千
九
年
↑
二
月
三
十
百
以
前

に
出
坐
さ
れ
た
方
（
か
ぞ
え
年
七
〇
才

以
上
）
で
す
。

敬
老
者
名
簿
を
区
長
き
ん
に
お
漉
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
も
し
名
簿
に
モ
レ
が

あ
り
ま
し
た
ら
早
進
ご
通
知
を
お
願
い

ーます。

行
政
管
理
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
（
結

核
後
保
護
）
入
所
生
の
募
集

福
岡
県
後
便
護
衛
謡
所
第
1
2
期
の
入

所
仕
を
次
の
襲
領
で
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
入
所
希
毅
藷
は
応
募
さ
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1
募
集
職
業
指
導
職
種

○
節
気
科
（
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
）

○
プ
リ
ン
ト
科
（
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を

含む）

○
洋
裁
科
（
婦
人
、
子
供
服
）

2
募
集
人
員
　
三
五
名

3
人
所
期
聞
一
ヶ
年

4
人
諸
資
格

ィ
、
結
核
穣
婆
の
過
程
を
経
た
着

ロ
、
満
1
8
才
以
上
の
番

ハ
、
福
岡
県
内
居
住
者

5
人
所
選
考

身
体
検
査
と
面
接

6
募
集
期
間

昭
和
0
0
年
8
月
⊥
臼
～
1
0
月
1
5
日

1
入
所
自

昭
和
4
0
年
1
0
月
中
旬
（
期
日
外
で
も

必
嬰
に
応
じ
随
時
入
所
さ
せ
る
）

8
職
業
漕
導
経
費
　
無
料

9
食
韓
寮
費

ィ
、
生
活
保
護
受
給
者
は
保
雄
費
で

充
当
し
、
そ
の
他
固
用
品
代
も
交

付
し
ま
す
。

ロ
、
自
費
の
人
は
一
月
元
、
克
二
五

円
蓋
費
と
し
て
納
入
し
、
そ
の

他
は
一
切
不
要
で
す
。

川
堤
出
願
喜

入
所
願
奮
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は

役
場
住
民
課
に
聞
合
わ
せ
下
さ
い
。

‖
そ
の
他

ィ
、
修
了
生
は
全
員
就
職
し
て
お
り

ます。

口
、
ス
ク
ー
タ
ー
の
操
繊
細
諒
も
実

施
し
、
入
所
中
に
殆
ん
ど
全
員
免
許

を
取
得
し
て
い
ま
す
。

I
生
前
に
農
地
を
贈
与
－

あ
な
た
や
、
あ
な
は
の
お
知
り
合
い

の
巾
で
、
次
の
話
の
よ
う
な
目
に
あ
っ

て
い
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
は
、
燈
現
法
の
特
例
を
も
っ

て
子
供
に
農
地
を
贈
与
し
た
と
い
う
話

です。

×
　
　
×
∴
∴
×

安
藤
さ
ん
は
5
人
の
子
供
の
う
ち
、

4
男
L
兵
に
鷲
ん
で
き
ま
ー
た

が
、
最
近
は
神
経
病
雲
母
っ
よ
う
に
働

け
な
く
な
り
ま
し
た
し
∴
ハ
八
才
の
老

令
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
家
業
と
4
男

の
将
来
の
こ
し
喜
考
え
生
き
て
い
そ
っ

ち
に
4
男
に
譲
っ
て
お
き
た
い
と
恩
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
攫
禁
晋
会
で
手

続
を
き
い
て
も
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
の

で
、
ど
っ
し
た
ら
よ
い
か
囲
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
こ
で
最
涛
り
の
行
政
相
談
奮
鼠
を

尋
ね
て
そ
の
昏
申
し
出
ま
し
た
。

×
∴
∴
∴
X
 
X

相
談
を
う
け
た
行
政
相
談
森
口
は
、

飽
磐
黍
r
l
会
に
行
っ
て
、
安
藤
き
ん
の

場
合
囲
和
幻
隼
1
2
月
1
0
日
迄
に
申
請
す

れ
ば
、
知
華
の
許
可
を
得
て
、
特
別
に

贈
与
で
き
る
こ
と
、
そ
の
際
は
贈
与
税

を
か
け
ず
、
前
の
所
有
者
が
死
亡
し
た

と
き
に
、
そ
れ
よ
り
安
い
相
続
税
の
方

で
蹄
鈎
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
確
か
め

て
安
藤
さ
ん
を
括
導
し
ま
し
た
の
で
、

安
藤
さ
ん
は
無
事
に
4
男
に
農
地
と
採

草
放
牧
地
を
贈
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま

した。

×

　

　

×

　

　

×

こ
の
よ
う
な
謡
に
限
ら
ず
、
役
所
で

な
ん
と
か
し
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
と

い
う
よ
う
な
あ
な
た
の
疑
間
や
不
満
や

困
り
こ
と
は
遠
慮
な
く
、
九
州
行
政
監

察
局
か
、
行
政
相
談
委
員
に
お
申
し
出

下さい。
当
地
の
行
政
相
繊
委
員
は
尾

崎
の
郵
崎
博
愛
さ
ん
で
す
。

歳

　

時

　

記

9
月
（
長
月
）
　
花
暦
（
ふ
よ
っ
）

1
日
　
二
百
十
日
　
防
災
の
日

学
隆
一
学
期
始
ま
る

カ
ン
征
圧
月
間
始
ま
る

8
円
　
白
　
露

1
0
日
　
仲
秋
の
名
月

1
1
日
　
二
百
二
十
日

1
5
日
　
と
し
よ
り
の
日

遠
賀
町
敬
老
会

第
2
回
水
稲
観
客
防
除

（
ュ
5
円
～
1
8
日
）

2
0
日
　
航
空
記
念
日
∴
動
物
愛
護
週

間
（
鎌
田
ま
で
）

中
旬
　
国
民
体
育
大
含
量
大
会
関

か
る

2
1
日
　
宮
地
救
神
社
神
奉
祭
（
2
1
～

召

2
5
の
日
　
秋
分
の
日
　
新
聞
休
刊
日


